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大 会 発 表 要 旨2001.11.10-11 『デザイン理論』41/2002

伊 ア レ ッシ社 の 〈セ レブ リテ ィ〉 デザ イ ン&ビ ジネ ス

池田 竕/大 阪芸術大学

1921年 創 業 のア レッシは台所用 品 とテーブ

ルウエアの製造企業であ る。 それ以前 は特 に

目立っ存在で はなか ったが,1970年 三 代 目社

長就任以後,世 界一のエ クセ レン ト・デザイ

ン ・カ ンパ ニーが相応 しい企業 へ成長 を遂 げ

た。

デザイ ンの魅力 に囚われ,ア レッシ製品 の

多 くを集 め たが,そ の結 果考 察 出来 たの が

〈セ レブ リテ ィ〉な るキー ワー ドであ った。

著名な建築家がデザイ ンした事 が 〈セ レブ

リテ ィ(有 名)デ ザイ ン〉,建 築家 が家庭 用

品 をデザ イ ンした意外性 を,話 題 として利用

したのが 〈セ レブ リテ ィ(名 声)ビ ジネス〉

で ある。

ア レッシは現在,世 界主要都市 に直営店 を

持 ち,有 名 デパ ー トに は売 り場 があ り,世 界

中のデザ イ ン専門店で製 品を売 っている。

セ レブ リテ ィ ・ビジネス は,大 衆 が登場 し

マスメデ ィァが隆盛 とな った,20世 紀 第1四

半世紀 に起源があ る。例 と して,女 優 ガルポ

が愛用 した事で同種 シ ョル ダーバ ッグが大 い

に売れた,ダ リが デザイ ン した口唇型 ソファ

の名称 は女優名 ウエス ト,そ の後継 の ソファ

も名称が モ ンロウ,香 水 シャネル#5は モ ン

ロウの評判で ベス トセ ラー に。 セ レブ リテ ィ

の種 は尽 きない し,そ の商法は21世 紀 で も隆

盛で ある。

ア レッシの セ レブ リテ ィの記号 的象徴 とし

て,三 種 のケ トルを俎上 に載 せてみ る。第一

は リチャー ド・サ ッパ ーの 〈シンギング ・ホィ

スル>1983年 作,湯 沸 きの異常音 を嫌 ったサ ッ

パ ーは,そ れ を ドイッ楽器職人 に造 らせた汽

笛 に代替,ミ とシの音階を奏 で る懲 り様 で,

取 っ手 の鶏冠状 の魅力 も加わ りベ ス トセ ラー

となった。数 々の栄誉賞 を持っサ ッパー は既

に有名人であ ったが,ア レッシの ケ トル は彼

を更 に超有 名人 に した。

第二 はマイケル ・グレイブスの 〈ケ トル ・

ウイズ ・バ ー ド>1985年 作,彼 は誰 もが知 っ

て いる米国 ポス トモ ダンの旗手。湯沸 き音 は

小鳥の囀 りで始 ま る妙案,加 えて グ レイ ブス

調 デザ インの魅 力,更 に底部 の リベ ット飾 り

はモダン時代 に は有 り得 ない代物。ケ トル の

デザ イン料 が7500$!,そ れ をも宣伝 と し名

を売 るのが彼の本領,セ レブ リテ ィの達人 の

証左で ある。 ベス トセ ラーが再現 された。

第 三 は アル ド ・ロ ッシの 〈コニ コ ・ケ ト

ル>1986年 作,当 時 は名 を売 り出 し中の新進

建築家だ ったが ボー トで事故死,死 後残 され

たスケッチ類が今 も製品化 されて いる。 ボー

ト事故の悲 劇 も名 をあげ る要因で これ もセ レ

ブ リティ。 イタ リア建造物 を一 目で連想 させ

る建築家 らしいデザイ ンで,建 物外観をスケー

ル ・ダウ ンした典型 であ る。 ベス トセラーの

再再現 とな った。

ア レッシは1970年 代 よ り,建 築家 の名声 に

依 るデザイ ンを繰 り返 し成功 させ た。言わ ば

セ レブ リティ ・デザイ ン&ビ ジネスの強烈 な

スマ ッシュ ・ヒッ トの連続 である。上記3人

以外 に,エ ットー レ・ソッ トサス,ア キーレ ・

カスティリオー二,ア レッサンドロ ・メンディー

二,フ ィ リップ ・ス タル ク,エ ンゾ ・マ リ等

が,セ レブ リテ ィを増 幅 させ た。

常道な らア レッシ製 品は工業 デザイナーが

担当す る筈だが,あ えて有名建築家 にデザイ

ンを依頼 した,こ の意外性 が成功 の要因で あ
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る。多分工業デザイナーが ケ トルをデザ イ ン

すれば,優 秀作で も如何 に もケ トル らしい物

になる,少 な くとも建築家 がデザイ ンす る類

の 自由奔放 なものに は成 らない。工業 デザ イ

ナーは機 能性を意 に介 するが,建 築家 はそれ

を無視 しな いが意 に は介 しない。

イタ リアで は建築 とデザイ ンの区分 は明確

で ない らしい。 ア レッシの最重要人物で建築

家 メ ンディー二が編集発刊 した 〈モー ド〉誌

は,建 築 とデザ インの総合誌 である。 またデ

ザイ ン史上 の名作 ポンテの超軽量椅子,ソ ッ

トサスの携帯 タイプライ ター等 など,建 築家

のデザ イ ン例 は数多い,イ タ リア らしい事象

で あろ う。

1990年 前 後 ア レッシは,〈 キ ング コ ング〉

の名で,新 人建築家二人の協 同デザイ ンを登

場 させ た。問題 もな く期待 もされなかったプ

ロ ジェク トだったが,子 供 の切 り抜 き遊 びの

様 なキ ャラクターが特徴で,若 い世代にキュー

トさで大受 け,ベ ス トセ ラー とな った。

ア レッシに拘 らな い,ア レッシの名 さえ知

らない客層 を開拓す る結果 とな り,こ の成功

に続 いて,同 種 の くファ ミリー ・フォロー ・

フ ィクシ ョン〉 も開発 された。

セ レブ リテ ィのスマシュ ・ヒッ トに対す る,

フ ェイ ン ト効果 と言え る成功 であ る。現在 デ

パ ー トの売 り場 に置かれてい るのは,主 に フ

エ ン ト商品 と言 える ものであ る。値 段 もセ レ

ブ リテ ィ商品が超高価なのに対 し,比 較的安

価 の売 れ筋商品 となって いる。 この成功 によ

りアクセサ リーか らステーシ ョナ リーまで商

品 が開発 された。

ア レッシは画策 して も難 しい新市場 開発 に

偶然成功 した と言 える。 セ レブ リテ ィ路線 と

フェイ ン ト路線 の複線化で成功,エ クセ レン

ト・デザイ ン ・カ ンパ ニーとな った。

このセ レブ リテ ィ商品 とフェン ト商品の両

方 の開発 に関わ った,ア レッシのキーパー ソ

ンと言え る人物 は,ア レッサンドロ・メンディー

二であ る。彼 が1970年 代 〈モー ド〉 の編集発

刊人 であ った時,ア レッシはそのスポ ンサー

であ った。 それ以後 ア レッシの軍 師 としてコ

ンサル タン ト業務 に携わ ってい る。

日本の昔語 りに,城 を攻 あ るには天 の時 ・

地の利 ・人 の和が必要 とあ る。 ア レッシには

これが当て嵌 まる,天 の時 はポス トモダ ン全

盛期(1970年 代 ～1980年 代),地 の 利 は本 拠

地イ タ リア,人 の和 は社長 とメンデ ィー二の

蜜月関係 であ る。三つ の強運 が重 な った成功

で,セ レブ リテ ィ効果 は仕 掛 けたが,フ ェイ

ン ト効果 は幸運 が味方 した。

アレ ッシの製品群 を観察すれば,モ ダ ンか

らポス トモ ダンのデザイ ンの変遷 が見 て取れ

る。20世 紀型 イ ンダス トリアル ・ス タンダー

ドを遵守 す るか,そ れを如 何に して乗 り越 え

るかであ る,そ れが製品群 か ら見 て取 れる。

21世 紀型 の新世代 はそんな ものに何 の衒 い

もな い。特 にジャスパー ・モリソンとマーク ・

ニューソンの二人 は,20世 紀 の2大 巨匠 エ ッ

トー レ ・ソッ トサスとアキ ー レ・カステ ィリ

オー 二に対 し,21世 紀 の夫々をを演 じっっ あ

ると見え る。

興 味深 い トピックは,ク リス トファー ・ド

レッサーの復刻作 品である。ア レッシに二種

の復刻があ るが,ス テ ンレス製 は単 なる歴史

復刻で考古学 的,プ ラスチ ック製 はエコ問題

と拘 わる考現学 的意味 が存在す る。 因みに ド

レッサーは,彼 か ら現代デザイ ンは始 まる云々

の,ト ピックスの持主 である。
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